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若 さ 





親 な る ムスリム の 皆様 。 

私 た らち の 人 生 で は 、 全 て の 年 代 に それ ぞ れ 
の 美 し さ が あり ます が 、 莉 い 時 代 の も つよ さ は 
また 特別 で す 。 だからこそ 、 若 か っ た 頃 の こと 
は いつ も 懐か し く 思い起こさ れる の で す 。 あ る 
詩人 は 、「 あ あ 若 年 時 代 よ 。 い つか 戻っ て きた 
ら 、 そ し て 老い が 私 に 何 を し た か を 語る こと が 
で きた ら 」 と 詠 い 、 そ 


預言 者 ムハンマド は あ 
る ハデ ィ ー ス で 、「 考 
いる 前 に 若 さ の 価値 を 
知り な さい 」 と 仰せ ら 
れ 、 若 者 た ち に 警告 
与え られ て いま す 。 若 
者 時 代 の 日 々 が 過ぎ て 
いく も の で ある こと に 
気づい た 理性 ある 人 は 
その 価値 を 知り 、 そ の 
時 代 を 後悔 する こと の 
な い 形 で 過ごす べく 努 
力 す る の で す 。 
親愛 な る ムスリム の 皆様 。 

若者 時 代 は 、 あ ら ゆ る 種類 の 迷信 や 逸脱 し た 
考え 、 毒 に な る も の 、 性 産業 の 商人 な どの 標的 
で す 。 若者 た ちら が そう いっ た も の か ら 救 われ る 
た め に は 、 何 より も まず し っ か り と し た 信仰 の 
よろ い を 身 に 付け る 必要 が あり ます 。 なぜなら 
強い 信仰 は あら ゆる 悪 に 対す る 最大 の 避難 所 で 
ある か ら で す 。 ア デッラ ー は 次 の よう に お お せら 
れ て お られ ます 。 「 信 仰 し て 主 に 締 る 者 に 対し 
て は 、 (悪魔 ) は どん な 権威 も 持た な い 。」 
( 徐 蜂 章 第 9 9 節 ) 信仰 を 必要 と する の は 、 人 
の 本 質 的 な 特性 な の で す 。 若 者 た ちの 信仰 の 問 
が か らっぱ で あれ ば 、 誰 か が そこ に 迷信 や や 誤っ 
た 信念 を 注ぎ 込む で し ょ う 。 
親愛 な る ムスリム の 皆様 。 

みな に と っ て そう で ある よう に 、 莉 者 に 

て も 友人 を 選ぶ こと は 大 切 で す 。 cl 
マ ド は 、 人 が 共に 過ごし そば に いる 友人 を 香り 
に 似せ られ 、 次 の よう に 言わ れ て いま す 。 「 よ 


の 思慕 を 表現 し て いま す 。 
し か し 過ぎ 去っ た 時 間 は 二度と 戻ら な い の で す 。 





い 符 り で あれ ば 私 た ち に も よい 香り が 、 悪 い 香 
り で あれ ば 私 た ち に も 悪い 香り が つく 」 ま た 別 
の ハデ ィ ー ス で は 、 「 人 は その 親友 の 宗教 上 の 
道 、 て し て 生き 方 を た どる 。 だ か ら 誰 と 親友 に 
な る か に 注意 する べき で ある 」 とい われ て いま 
す 。 

若者 時 代 、 悪 用 され る 可能 性 の ある 危険 な 点 
の 一 つが 、 性 的 な 感情 で す 。 あ る 若者 が 預言 者 
ムハンマド の も と に 来 て 、「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 
不義 を 働く こと に つい 
て 私 に 許可 を 与え て く 
だ さい 」 と いい まし た 。 
預言 者 ムハンマド は 彼 
に 向き 直ら れ 、 質 問 を 
始め まし た 。 「 あ な た 
は その よう な こと が あ 
な た の 母 に 対し て 行わ 
れる こと を 望み ます 
か ?| 「 い いえ 、 ア ッ 
ラー の 使徒 よ 、 望 み ま 
せん 」 「 妹 に 」 「 叔 母 
に 」 「 い いえ 、 求 め ま せ ん 」 預言 者 ムハンマド 
は いわ れ た 。 「 あ な た が 行こ うと し て いる 相手 
も 、 誰 か の 母 で あり 、 妹 で あり 、 示 母 な の だ 。 
彼ら も その よう な こと は 望ま な い だ ろ う 」 そ し 
て その 若者 が その 感情 か ら 救 われ る よう に ドゥ 
アー を され た の で す 。 攻 者 時 代 の この よう な 人 危 
険 に 対し 注意 を する こと は 、 年 長者 の 重要 な つ 
と めで す 。 よ いこ と を 命じ 、 悪 を 遠 ざけ させ る 
こと は 義務 な の で す 。 そ れ ら を 聞く こと も 一 つ 
の 徳 で あり 、 私 た ち は み な それ を 必要 と し て い 
る の で す 。 ウ マル さま の 言葉 を 借り る な ら 、 
「 思 言 を 行わ ず 、 ま た 皿 告 を 聞か な い 集 団 に は 
福 は な い 」 

今日 の ホ ト バ を 、 預 言 者 ムハンマド に よる 、 
若者 た ち に つい て の 吉報 に つい て 語る こと で 締 
めく くり ます 。 「 巧 人 の 人 が いる 。 影 を 見 つけ 
る こと の で き な い 最後 の 審判 の 日 に 、 ア ッ ラ ー 
が 彼ら に 影 を 与え られ る だ ろう 。 そ の 一 つが 、 
若者 時 代 を イ バ ー ダ で 過ごし た 人 で ある 」 
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